
令和６年４月

重点事項 具体的取組 主担当 現　　　状
評　価　の　観　点

【　】生徒、保護者、教職員アンケート
達成度判断基準

（A回答・A＋B回答）
判定基準

備　考
（Ｒ５最終結果）

研究主任

「授業がわかりやすい

」の肯定回答が高いが

学力向上に直結してい

ない。生徒が学びたい

という課題の設定、自

分の意見を持つことが

できる教師側の支援を

行っていく。

【生】授業がわかりやすい。

【保】学校は、分かりやすい授業や学力

向上（学習内容の定着）に努めている。

【教】活用力（思考力・判断力・表現力

）を高める指導を行っている。

Ａ　４０％・８５％以上

Ｂ　３５％・８０％以上

Ｃ　３０％・７０％以上

Ｄ　３０％・７０％未満

ＣまたはＤの場

合、教科部会で

再検討

【生】５６％・９６

％

【保】２２％・９１

％

【教】55％・１００

％

研究主任

学級経営を充実させ、

「自由に発言できる学

級の雰囲気」「積極的

に発言する意識」に向

けて取り組んでいく。

【生】授業では、課題の解決に向けて自

分で考え、自分から取り組んでいたと思

う。（Ｒ７県目標値：９５％）

【生】授業では、自分の考えを積極的に

表現している。＜カリ・マネの柱＞

Ａ　５０％・９５％以上

Ｂ　４０％・８５％以上

Ｃ　３０％・７５％以上

Ｄ　３０％・７５％未満

ＣまたはＤの場

合、研究主任・

教科代表者会で

再検討

【生】５０％・９５

％

【生】４９％・９３

％

(2)校内研修の充実 研究主任

今年度の研究の重点や

方向性を示し、教科部

会の強化、充実を進め

ていく。

【教】教科部会に意欲的に参加している

。

【教】教科部会の内容が充実している。

Ａ　４０％・７０％以上

Ｂ　３０％・６０％以上

Ｃ　２０％・５０％以上

Ｄ　２０％・５０％未満

ＣまたはＤの場

合、研究主任・

教科代表者会で

再検討

【教】８２％・１０

０％

【教】７７％・１０

０％

(3)ＧＩＧＡスクー

ル構想の推進

ＧＩＧＡ推進

リーダー

教育活動すべてにおい

て、ＩＣＴ活用の意識

が向上しているが、ね

らいを達成させるため

の効果的な活用に向け

て検証していく。

【教】授業中にＩＣＴを活用して指導す

ることができた。（Ｒ７県目標値：１０

０％）

Ａ　４０％・７０％以上

Ｂ　３０％・６０％以上

Ｃ　２０％・５０％以上

Ｄ　２０％・５０％未満

ＣまたはＤの場

合、管理職・Ｇ

ＩＧＡ推進リー

ダー・研究主任

で再検討

【教】６４％・１０

０％

主幹教諭

研究主任

学力向上プランに基づ

いた指導を意識できる

ようになってきた。金

沢教育事務所の重点事

項を踏まえた授業実践

に取り組んでいく。

【教】学力調査の結果を分析し、「学力

向上プラン」に基づく指導を行っている

。

【教】「まとめ・ふりかえり」、「適用

・活用」を意識した授業実践に努めてい

る。

Ａ　６０％・９０％以上

Ｂ　５０％・８０％以上

Ｃ　４０％・７０％以上

Ｄ　４０％・７０％未満

ＣまたはＤの場

合、研究主任・

教科代表者会で

再検討

【教】５０％・１０

０％

【教】５９％・１０

０％

研究主任

ネットルールの意識化

と家庭学習を絡めて指

導する必要がある。

【生】自分で計画を立てて勉強している

。（Ｒ７県目標値：７５％）

Ａ　４０％・９０％以上

Ｂ　３０％・８０％以上

Ｃ　２０％・７０％以上

Ｄ　２０％・７０％未満

ＣまたはＤの場

合、主任会で再

検討

【生】３１％・７８

％

令和６年度　かほく市立宇ノ気中学校　学校評価計画

◎A回答…より肯定的回答　　○A＋B回答…肯定的回答

1
学力向上に

向けた計画

的実践

(1)学力向上に向け

た授業改善等

(4)学力向上ロード

マップに基づく取

組の推進



令和６年４月

重点事項 具体的取組 主担当 現　　　状
評　価　の　観　点

【　】生徒、保護者、教職員アンケート
達成度判断基準

（A回答・A＋B回答）
判定基準

備　考
（Ｒ５最終結果）

令和６年度　かほく市立宇ノ気中学校　学校評価計画

◎A回答…より肯定的回答　　○A＋B回答…肯定的回答

(１)積極的な生徒指

導の推進（認めて

、褒めて、伸ばす

）

生徒指導主事

生徒活動部

集団の質の向上へ繋げ

る具体的な取組を実践

させる。

【生】自分には、よいところがあると思

う。（Ｒ７県目標値：８０％）

Ａ　４０％・８５％以上

Ｂ　３５％・８０％以上

Ｃ　３０％・７０％以上

Ｄ　３０％・７０％未満

ＣまたはＤの場

合、生徒指導部

会で再検討

【生】４０％・８４

％

生徒指導主事

生徒活動部

毎月の定期相談やいじ

め調査、i-
checkなどの取組を通

して、生徒理解に努め

る。

「ソレイユ」（校内教

育支援センター）を全

教職員で共通理解し運

【生】学校へ行くのが楽しい。

【生】いじめはどんな理由があってもい

けないことだと思う。

Ａ　６０％・９５％以上

Ｂ　５０％・９０％以上

Ｃ　４０％・８５％以上

Ｄ　４０％・８５％未満

ＣまたはＤの場

合、生徒指導部

会で再検討

【生】５８％・９３

％

【生】９４％・９９

％

生徒指導主事

生徒活動部

学校の取組を具体的か

つ積極的に発信してい

く。

【保】学校における、いじめの未然防止

や早期発見のための取組が伝わってくる

。

Ａ　４０％・８５％以上

Ｂ　３０％・８０％以上

Ｃ　２０％・７０％以上

Ｄ　２０％・７０％未満

ＣまたはＤの場

合、生徒指導部

会で再検討

【保】２１％・８１

％

生徒指導主事

生徒活動部

★時を守る

（生徒・教職員の意識

をもう一段引き上げる

。）

【生】時間を守って行動し、良い態度で

学校生活を送っている。

【生】かほく市ネットルールを心がけて

Ａ　７０％・９５％以上

Ｂ　６０％・９０％以上

Ｃ　５０％・８５％以上

Ｄ　５０％・８５％未満

ＣまたはＤの場

合、生徒指導部

会で再検討

【生】５０％・９４

％

【生】３７％・８０

生徒指導主事

清掃担当

生徒活動部

★場を清める

（清掃に関する生徒・

教師間の意識格差が大

きく、黙働清掃につい

て再度共通理解をし進

めていく。）

【生】黙働清掃ができている。

【教】生徒は、黙働清掃ができている。

Ａ　５０％・９０％以上

Ｂ　４０％・８０％以上

Ｃ　３０％・７０％以上

Ｄ　３０％・７０％未満

ＣまたはＤの場

合、生徒指導部

会で再検討

【生】５４％・９１

％

【教】２３％・８７

％

生徒指導主事

生徒活動部

★礼を正す

（あいさつ日本一への

意識は徐々に高まって

きた。場に応じた挨拶

ができるよう意識を高

めていく。）

【生】学校でしっかりとあいさつや会釈

ができている。

【保】わが子は家庭であいさつをしてい

る。

【教】生徒は、学校でしっかりあいさつ

Ａ　５０％・９０％以上

Ｂ　４０％・８０％以上

Ｃ　３０％・７０％以上

Ｄ　３０％・７０％未満

ＣまたはＤの場

合、生徒指導部

会で再検討

【生】８０％・９９

％

【保】５８％・９４

％

【教】５５％・１０

(4)教育相談の充実
主幹教諭

教育相談

毎月１回の定期相談の

実施、担任以外の先生

との定期相談を実施し

ていく。困ったことが

あったら、大人は助け

てくれるという信頼関

係を構築する。

【生】自分が困ったときに、悩みを聞い

てくれたり、相談したりできる先生がい

る。

【保】学校は生徒理解に努め、一人一人

に応じたきめ細かな指導に努めている。

Ａ　４０％・９０％以上

Ｂ　３５％・８５％以上

Ｃ　３０％・８０％以上

Ｄ　３０％・８０％未満

ＣまたはＤの場

合、生徒指導部

会及び教育相談

部会で再検討

【生】４６％・８０

％

【保】１８％・８２

％

2
生徒指導の

充実

(2)いじめ・不登校

への適切な対応

(３)基本的生活習慣

を高める指導の徹

底

「時を守り、場を

清め、礼を正す」



令和６年４月

重点事項 具体的取組 主担当 現　　　状
評　価　の　観　点

【　】生徒、保護者、教職員アンケート
達成度判断基準

（A回答・A＋B回答）
判定基準

備　考
（Ｒ５最終結果）

令和６年度　かほく市立宇ノ気中学校　学校評価計画

◎A回答…より肯定的回答　　○A＋B回答…肯定的回答

(1)コミュニティ・

スクールの推進

教頭

主幹教諭

コーディ

ネーター

地域人材の教育効果は

大きいと感じており、

今年度においても地域

の教育力の活用を進め

る。

今年度は防災教育の実

践、防災意識の向上を

【教】学校は、地域の外部人材等を積極

的に活用している。

Ａ　５０％・８０％以上

Ｂ　４０％・７０％以上

Ｃ　３０％・６０％以上

Ｄ　３０％・６０％未満

ＣまたはＤの場

合、管理職・主

幹教諭・コーデ

ィネーターで再

検討

【教】８２％・１００％

(2)積極的な情報発

信と学校公開

教頭

主幹教諭

引き続き、ホームペー

ジや学校・学年だより

等で学校の指導方針や

生徒の様子を発信して

いく。（現在１日約2,
000アクセス）

【保】学校だよりや学年だより、ホーム

ページ等で学校の指導方針や子どもたち

の様子が分かりやすく伝わってくる。

Ａ　４０％・９０％以上

Ｂ　３５％・８０％以上

Ｃ　３０％・７０％以上

Ｄ　３０％・７０％未満

ＣまたはＤの場

合、管理職・主

幹教諭で再検討

【保】２９％・９４％

(3)小中・中中連携

の推進

教頭

主幹教諭

小中９年間で子ども達

を育てる意識を持ち、

ニーズに合った研修を

計画する。

【保】学校を信頼して子どもを預けてい

る。

【教】学校は、小中連携を積極的に進め

ている。

Ａ　６０％・９０％以上

Ｂ　５０％・８０％以上

Ｃ　４０％・７０％以上

Ｄ　４０％・７０％未満

ＣまたはＤの場

合、管理職・主

幹教諭で再検討

【保】４０％・９４

％

【教】５５％・９６

％

(1)若プロの計画的

実践
主幹教諭

今年度は、学年会を中

心とした若プロを実施

し、人材育成を計画的

に進めていく。

【教】メンター・若手との定期懇談を充

実したものにできた。（学期に１回実施

）

Ａ　６０％・８０％以上

Ｂ　５０％・７０％以上

Ｃ　４０％・６０％以上

Ｄ　４０％・６０％未満

ＣまたはＤの場

合、管理職・主

幹教諭で再検討

【教】７７％・１０

０％

(2)ミドルリーダー

の育成（組織力の

強化）

教頭

主幹教諭

計画的実践と結果の分

析・検証を大切に取り

組ませる。

【教】様々な取組について、教職員間の

共通理解が図られていた。

Ａ　５０％・７０％以上

Ｂ　４０％・６０％以上

Ｃ　３０％・５０％以上

Ｄ　３０％・５０％未満

ＣまたはＤの場

合、管理職・主

幹教諭で再検討

【教】７７％・１０

０％

(1)業務の効率化を

図るための取組の

推進

教頭

主幹教諭

業務改善の意識は高ま

っている。部活動の休

養日を１日追加し、検

証をしていく。

【教】最終退校時間や定時退校日を意識

して業務を進めるなど、「働き方改革」

の推進に努めている。

Ａ　５０％・９０％以上

Ｂ　４０％・８０％以上

Ｃ　３０％・７０％以上

Ｄ　３０％・７０％未満

ＣまたはＤの場

合、管理職・主

幹教諭で再検討

【教】７３％・９１

％

(2)部活動練習等の

効率化

教頭

主幹教諭

部活動担当

「部活動を通してより

よい人間」になること

を目的として、効率的

な練習を実施していく

。

【教】部活動の練習時間について、常に

効率化を考えて取り組んでいる。

Ａ　５０％・９０％以上

Ｂ　４５％・８５％以上

Ｃ　４０％・８０％以上

Ｄ　４０％・８０％未満

ＣまたはＤの場

合、管理職・主

幹教諭・部活動

担当で再検討

【教】７３％・１００％

4
教員の人材

育成

5

教職員多忙

化改善に向

けた取組の

推進

3
信頼される

学校づくり



令和５年４月

重点事項 具体的取組 主担当 現　　　状
評　価　の　観　点

【　】生徒、保護者、教職員アンケート
達成度判断基準

（１回答・１＋２回答）
判定基準

備　考
（Ｒ4最終結果）

研究主任

「授業がわかりやすい

」の肯定回答が高いが

学力向上に直結してい

ない。授業のまとめに

「活用問題」を取り入

れアウトプットさせる

機会を設けていく。

【生】授業がわかりやすい。

【保】学校は、分かりやすい授業や学力

向上（学習内容の定着）に努めている。

【教】活用力（思考力・判断力・表現力

）を高める指導を行っている。

Ａ　４０％・８５％以上

Ｂ　３５％・８０％以上

Ｃ　３０％・７０％以上

Ｄ　３０％・７０％未満

ＣまたはＤの場

合、教科部会で

再検討

【生】５５％・９９

％

【保】２８％・９３

％

【教】６８％・１０

０％

研究主任

教科における「めざす

生徒像」の意識、自由

に発言できる学級の雰

囲気づくり等に取り組

んでいく。

【生】授業では、課題の解決に向けて自

分で考え、自分から取り組んでいたと思

う。（Ｒ７県目標値：９５％）

【生】授業では、自分の考えを積極的に

表現している。＜カリ・マネの柱＞

Ａ　５０％・９５％以上

Ｂ　４０％・８５％以上

Ｃ　３０％・７５％以上

Ｄ　３０％・７５％未満

ＣまたはＤの場

合、研究主任・

教科代表者会で

再検討

【生】５３％・９６

％

【生】５２％・９１

％

(2)校内研修の充実 研究主任

学校研究の柱が浸透さ

れ、教科部会の強化が

学力向上の基盤である

ことが共通理解されて

いる。

【教】教科部会に意欲的に参加している

。

【教】教科部会の内容が充実している。

Ａ　４０％・７０％以上

Ｂ　３０％・６０％以上

Ｃ　２０％・５０％以上

Ｄ　２０％・５０％未満

ＣまたはＤの場

合、研究主任・

教科代表者会で

再検討

【教】６８％・１０

０％

【教】６８％・１０

０％

(3)ＧＩＧＡスクー

ル構想の推進

ＧＩＧＡ推進

リーダー

教育活動すべてにおい

て、ＩＣＴ活用の意識

が向上している。ねら

いを達成させるための

効果的な活用に向けて

検証していく。

【教】授業中にＩＣＴを活用して指導す

ることができた。（Ｒ７県目標値：１０

０％）

Ａ　４０％・７０％以上

Ｂ　３０％・６０％以上

Ｃ　２０％・５０％以上

Ｄ　２０％・５０％未満

ＣまたはＤの場

合、管理職・Ｇ

ＩＧＡ推進リー

ダー・研究主任

で再検討

【教】５０％・１０

０％

主幹教諭

研究主任

学力向上プランに基づ

いた指導を意識できる

ようになってきた。今

年度も金沢教育事務所

の重点事項を踏まえた

授業実践に取り組んで

いきたい。

【教】学力調査の結果を分析し、「学力

向上プラン」に基づく指導を行っている

。

【教】「まとめ・ふりかえり」、「適用

・活用」を意識した授業実践に努めてい

る。

Ａ　６０％・９０％以上

Ｂ　５０％・８０％以上

Ｃ　４０％・７０％以上

Ｄ　４０％・７０％未満

ＣまたはＤの場

合、研究主任・

教科代表者会で

再検討

【教】４０％・１０

０％

【教】５９％・９５

％

研究主任

家庭の協力も得ながら

粘り強く取組を進めて

いきたい。タブレット

の持ち帰りについて共

通理解が必要である。

【生】自分で計画を立てて勉強している

。（Ｒ７県目標値：７５％）

Ａ　４０％・９０％以上

Ｂ　３０％・８０％以上

Ｃ　２０％・７０％以上

Ｄ　２０％・７０％未満

ＣまたはＤの場

合、主任会で再

検討

【生】３８％・８１

％

令和５年度　かほく市立宇ノ気中学校　学校評価計画

◎１回答…より肯定的回答　　○１＋２回答…肯定的回答

1
学力向上に

向けた計画

的実践

(1)学力向上に向け

た授業改善等

(4)学力向上ロード

マップに基づく取

組の推進



令和５年４月

重点事項 具体的取組 主担当 現　　　状
評　価　の　観　点

【　】生徒、保護者、教職員アンケート
達成度判断基準

（１回答・１＋２回答）
判定基準

備　考
（Ｒ4最終結果）

令和５年度　かほく市立宇ノ気中学校　学校評価計画

◎１回答…より肯定的回答　　○１＋２回答…肯定的回答

(１)積極的な生徒指

導の推進（認めて

、褒めて、伸ばす

）

生徒指導主事

生徒活動部

昨年度に引き続き、自

己肯定感が高まるよう

な積極的な生徒指導を

進めていきたい。

【生】自分には、よいところがあると思

う。（Ｒ７県目標値：８０％）

Ａ　４０％・８５％以上

Ｂ　３５％・８０％以上

Ｃ　３０％・７０％以上

Ｄ　３０％・７０％未満

ＣまたはＤの場

合、生徒指導部

会で再検討

【生】３９％・８５

％

生徒指導主事

生徒活動部

深刻ないじめは見られ

ないものの、未然防止

について重点的に取り

組む必要がある。

【生】学校へ行くのが楽しい。

【生】いじめはどんな理由があってもい

けないことだと思う。

Ａ　６０％・９５％以上

Ｂ　５０％・９０％以上

Ｃ　４０％・８５％以上

Ｄ　４０％・８５％未満

ＣまたはＤの場

合、生徒指導部

会で再検討

【生】５４％・９４

％

【生】９５％・９９

％

生徒指導主事

生徒活動部

昨年度に引き続き、学

校の取組を積極的に発

信していきたい。

【保】学校における、いじめの未然防止

や早期発見のための取組が伝わってくる

。

Ａ　４０％・８５％以上

Ｂ　３０％・８０％以上

Ｃ　２０％・７０％以上

Ｄ　２０％・７０％未満

ＣまたはＤの場

合、生徒指導部

会で再検討

【保】２４％・８３

％

生徒指導主事

生徒活動部

★時を守る

（生徒・教職員の意識

をもう一段引き上げた

い。）

【生】時間を守って行動し、良い態度で

学校生活を送っている。

【生】かほく市ネットルールを心がけて

いる。

Ａ　７０％・９５％以上

Ｂ　６０％・９０％以上

Ｃ　５０％・８５％以上

Ｄ　５０％・８５％未満

ＣまたはＤの場

合、生徒指導部

会で再検討

【生】４５％・９３

％

【生】３６％・７７

％

生徒指導主事

清掃担当

生徒活動部

★場を清める

（清掃に関する生徒・

教師間の意識格差が大

きい。）

【生】黙働清掃ができている。

【教】生徒は、黙働清掃ができている。

Ａ　５０％・９０％以上

Ｂ　４０％・８０％以上

Ｃ　３０％・７０％以上

Ｄ　３０％・７０％未満

ＣまたはＤの場

合、生徒指導部

会で再検討

【生】６２％・９５

％

【教】４１％・９５

％

生徒指導主事

生徒活動部

★礼を正す

（あいさつ日本一への

意識は徐々に高まって

きた。今後、地域での

あいさつにも力を注ぎ

たい。）

【生】学校でしっかりとあいさつや会釈

ができている。

【保】わが子は家庭であいさつをしてい

る。

【教】生徒は、学校でしっかりあいさつ

Ａ　５０％・９０％以上

Ｂ　４０％・８０％以上

Ｃ　３０％・７０％以上

Ｄ　３０％・７０％未満

ＣまたはＤの場

合、生徒指導部

会で再検討

【生】７９％・９９

％

【保】６１％・９３

％

【教】５５％・１０

(4)教育相談の充実
主幹教諭

教育相談

多くの生徒たちは、相

談できる先生がいると

回答している。学級担

任だけでなく、養護教

諭、教育相談員など相

談したら大人は助けて

くれるという信頼関係

【生】自分が困ったときに、悩みを聞い

てくれたり、相談したりできる先生がい

る。

【保】学校は生徒理解に努め、一人一人

に応じたきめ細かな指導に努めている。

Ａ　４０％・９０％以上

Ｂ　３５％・８５％以上

Ｃ　３０％・８０％以上

Ｄ　３０％・８０％未満

ＣまたはＤの場

合、生徒指導部

会及び教育相談

部会で再検討

【生】４６％・８２

％

【保】２１％・８６

％

(2)いじめ・不登校

への適切な対応

(３)基本的生活習慣

を高める指導の徹

底

「時を守り、場を

清め、礼を正す」

2
生徒指導の

充実



令和５年４月

重点事項 具体的取組 主担当 現　　　状
評　価　の　観　点

【　】生徒、保護者、教職員アンケート
達成度判断基準

（１回答・１＋２回答）
判定基準

備　考
（Ｒ4最終結果）

令和５年度　かほく市立宇ノ気中学校　学校評価計画

◎１回答…より肯定的回答　　○１＋２回答…肯定的回答

(1)コミュニティ・

スクールの推進

教頭

主幹教諭

コーディ

ネーター

地域人材の教育効果は

大きいと感じており、

昨年度以上に地域の教

育力の活用を進める必

要がある。

【教】学校は、地域の外部人材等を積極

的に活用している。

Ａ　５０％・８０％以上

Ｂ　４０％・７０％以上

Ｃ　３０％・６０％以上

Ｄ　３０％・６０％未満

ＣまたはＤの場

合、管理職・主

幹教諭・コーデ

ィネーターで再

検討

【教】７３％・９６％

(2)積極的な情報発

信と学校公開

教頭

主幹教諭

引き続き、ホームペー

ジや学校・学年だより

等で学校の指導方針や

生徒の様子を発信して

いく。

【保】学校だよりや学年だより、ホーム

ページ等で学校の指導方針や子どもたち

の様子が分かりやすく伝わってくる。

Ａ　４０％・９０％以上

Ｂ　３５％・８０％以上

Ｃ　３０％・７０％以上

Ｄ　３０％・７０％未満

ＣまたはＤの場

合、管理職・主

幹教諭で再検討

【保】３０％・９２％

(3)小中・中中連携

の推進

教頭

主幹教諭

保護者からの信頼は高

い状況が続いている。

丁寧できめ細かな対応

を心がける。

【保】学校を信頼して子どもを預けてい

る。

【教】学校は、小中連携を積極的に進め

ている。

Ａ　６０％・９０％以上

Ｂ　５０％・８０％以上

Ｃ　４０％・７０％以上

Ｄ　４０％・７０％未満

ＣまたはＤの場

合、管理職・主

幹教諭で再検討

【保】４７％・９４

％

【教】４１％・１０

０％

(1)若プロの計画的

実践
主幹教諭

４月当初より、全職員

を巻き込んだ若プロを

継続させ、人材育成を

計画的に進めている。

【教】メンター・若手との定期懇談を充

実したものにできた。（学期に１回実施

）

Ａ　６０％・８０％以上

Ｂ　５０％・７０％以上

Ｃ　４０％・６０％以上

Ｄ　４０％・６０％未満

ＣまたはＤの場

合、管理職・主

幹教諭で再検討

【教】５５％・９６

％

(2)ミドルリーダー

の育成（組織力の

強化）

教頭

主幹教諭

様々な指導機会を通し

て、教職員の共通理解

・共通実践は高まって

いる。

【教】様々な取組について、教職員間の

共通理解が図られていた。

Ａ　５０％・７０％以上

Ｂ　４０％・６０％以上

Ｃ　３０％・５０％以上

Ｄ　３０％・５０％未満

ＣまたはＤの場

合、管理職・主

幹教諭で再検討

【教】４６％・１０

０％

(1)業務の効率化を

図るための取組の

推進

教頭

主幹教諭

業務改善の意識は高ま

っている。時間外勤務

時間以上に業務の内容

を精選していきたい。

【教】最終退校時間や定時退校日を意識

して業務を進めるなど、「働き方改革」

の推進に努めている。

Ａ　５０％・９０％以上

Ｂ　４０％・８０％以上

Ｃ　３０％・７０％以上

Ｄ　３０％・７０％未満

ＣまたはＤの場

合、管理職・主

幹教諭で再検討

【教】４６％・８２

％

(2)部活動練習等の

効率化

教頭

主幹教諭

部活動担当

昨年度に引き続き、練

習の効率化、複数名で

の指導等、工夫をして

いきたい。

【教】部活動の練習時間について、常に

効率化を考えて取り組んでいる。

Ａ　５０％・９０％以上

Ｂ　４５％・８５％以上

Ｃ　４０％・８０％以上

Ｄ　４０％・８０％未満

ＣまたはＤの場

合、管理職・主

幹教諭・部活動

担当で再検討

【教】５９％・１００％

3
信頼される

学校づくり

4
教員の人材

育成

5

教職員多忙

化改善に向

けた取組の

推進



令和４年４月

重点事項 具体的取組 主担当 現　　　状
評　価　の　観　点

【　】生徒、保護者、教職員アンケート
達成度判断基準

（１回答・１＋２回答）
判定基準

備　考
（Ｒ３最終結果）

研究主任

◎新学力向上プランに

基づく確実な実践に結

びつけたい。共通理解

・共通実践を適宜図っ

ていきたい。

【生】授業がわかりやすい。

【保】学校は、分かりやすい授業や学力

向上（学習内容の定着）に努めている。

【教】活用力（思考力・判断力・表現力

）を高める指導を行っている。

Ａ　４０％・８５％以上

Ｂ　３５％・８０％以上

Ｃ　３０％・７０％以上

Ｄ　３０％・７０％未満

ＣまたはＤの場

合、教科部会で

再検討

【生】５３％・９７

％

【保】２９％・９５

％

【教】３２％・９５

％

研究主任

◎学習指導要領全面実

施２年目を迎え、引き

続き授業改善に取り組

みたい。

【生】授業では、課題の解決に向けて自

分で考え、自分から取り組んでいたと思

う。（Ｒ７県目標値：９５％）

【生】授業では、自分の考えを積極的に

表現している。＜カリ・マネの柱＞

Ａ　５０％・９５％以上

Ｂ　４０％・８５％以上

Ｃ　３０％・７５％以上

Ｄ　３０％・７５％未満

ＣまたはＤの場

合、研究主任・

教科代表者会で

再検討

【生】４２％・９３

％

【生】３３％・８４

％

(2)校内研修の充実 研究主任

◎教科部会の強化が、

学力向上の基盤である

ことを教職員に浸透さ

せる必要がある。

【教】教科部会に意欲的に参加している

。

【教】教科部会の内容が充実している。

Ａ　４０％・７０％以上

Ｂ　３０％・６０％以上

Ｃ　２０％・５０％以上

Ｄ　２０％・５０％未満

ＣまたはＤの場

合、研究主任・

教科代表者会で

再検討

【教】５９％・７７

％

【教】３２％・６８

％

(3)ＧＩＧＡスクー

ル構想の推進

ＧＩＧＡ推進

リーダー

◎ＩＣＴを学びのツー

ルとして活用していく

ことが望まれる。導入

期から活用期への意識

を高めたい。

【教】授業中にＩＣＴを活用して指導す

ることができた。（Ｒ７県目標値：１０

０％）

Ａ　４０％・７０％以上

Ｂ　３０％・６０％以上

Ｃ　２０％・５０％以上

Ｄ　２０％・５０％未満

ＣまたはＤの場

合、管理職・Ｇ

ＩＧＡ推進リー

ダー・研究主任

で再検討

【教】３６％・８６

％

主幹教諭

研究主任

◎金沢教育事務所の重

点事項を踏まえた授業

実践に取り組む必要が

ある。

【教】学力調査の結果を分析し、「学力

向上プラン」に基づく指導を行っている

。

【教】「まとめ・ふりかえり」、「適用

・活用」を意識した授業実践に努めてい

る。

Ａ　６０％・９０％以上

Ｂ　５０％・８０％以上

Ｃ　４０％・７０％以上

Ｄ　４０％・７０％未満

ＣまたはＤの場

合、研究主任・

教科代表者会で

再検討

【教】２７％・８２

％

【教】４１％・９１

％

研究主任

◎ネットルールの意識

化と家庭学習を絡めて

指導する必要がある。

【生】自分で計画を立てて勉強している

。（Ｒ７県目標値：７５％）

Ａ　４０％・９０％以上

Ｂ　３０％・８０％以上

Ｃ　２０％・７０％以上

Ｄ　２０％・７０％未満

ＣまたはＤの場

合、主任会で再

検討

【生】３３％・８１

％

令和４年度　かほく市立宇ノ気中学校　学校評価計画

◎１回答…より肯定的回答　　○１＋２回答…肯定的回答

1
学力向上に

向けた計画

的実践

(4)学力向上ロード

マップに基づく取

組の推進

(1)学力向上に向け

た授業改善等



令和４年４月

重点事項 具体的取組 主担当 現　　　状
評　価　の　観　点

【　】生徒、保護者、教職員アンケート
達成度判断基準

（１回答・１＋２回答）
判定基準

備　考
（Ｒ３最終結果）

令和４年度　かほく市立宇ノ気中学校　学校評価計画

◎１回答…より肯定的回答　　○１＋２回答…肯定的回答

(１)積極的な生徒指

導の推進（認めて

、褒めて、伸ばす

）

生徒指導主事

生徒活動部

◎自己肯定感の低い生

徒が多い傾向にある。

【生】自分には、よいところがあると思

う。（Ｒ７県目標値：８０％）

Ａ　４０％・８５％以上

Ｂ　３５％・８０％以上

Ｃ　３０％・７０％以上

Ｄ　３０％・７０％未満

ＣまたはＤの場

合、生徒指導部

会で再検討

【生】３６％・８２

％

生徒指導主事

生徒活動部

◎深刻ないじめは見ら

れないものの、未然防

止には重点的に取り組

む必要がある。

【生】学校へ行くのが楽しい。

【生】いじめはどんな理由があってもい

けないことだと思う。

Ａ　６０％・９５％以上

Ｂ　５０％・９０％以上

Ｃ　４０％・８５％以上

Ｄ　４０％・８５％未満

ＣまたはＤの場

合、生徒指導部

会で再検討

【生】５４％・９３

％

【生】９５％・９９

％

生徒指導主事

生徒活動部

◎学校の取組が保護者

には十分届いていない

。

【保】学校における、いじめの未然防止

や早期発見のための取組が伝わってくる

。

Ａ　４０％・８５％以上

Ｂ　３０％・８０％以上

Ｃ　２０％・７０％以上

Ｄ　２０％・７０％未満

ＣまたはＤの場

合、生徒指導部

会で再検討

【保】２３％・７９

％

生徒指導主事

生徒活動部

◎時を守る

（生徒・教職員の意識

をもう一段引き上げた

い。）

【生】時間を守って行動し、良い態度で

学校生活を送っている。

【生】かほく市ネットルールを心がけて

いる。

Ａ　７０％・９５％以上

Ｂ　６０％・９０％以上

Ｃ　５０％・８５％以上

Ｄ　５０％・８５％未満

ＣまたはＤの場

合、生徒指導部

会で再検討

【生】６７％・９４

％

【生】３６％・７６

％

生徒指導主事

清掃担当

生徒活動部

◎場を清める

（清掃に関する生徒・

教師間の意識格差が大

きい。）

【生】黙働清掃ができている。

【教】生徒は、黙働清掃ができている。

Ａ　５０％・９０％以上

Ｂ　４０％・８０％以上

Ｃ　３０％・７０％以上

Ｄ　３０％・７０％未満

ＣまたはＤの場

合、生徒指導部

会で再検討

【生】６４％・９７

％

【教】２３％・６８

％

生徒指導主事

生徒活動部

◎礼を正す

（あいさつ日本一への

意識は徐々に高まって

きた。今後、地域での

あいさつにも力を注ぎ

たい。）

【生】学校でしっかりとあいさつや会釈

ができている。

【保】わが子は家庭であいさつをしてい

る。

【教】生徒は、学校でしっかりあいさつ

や会釈をしている。

Ａ　５０％・９０％以上

Ｂ　４０％・８０％以上

Ｃ　３０％・７０％以上

Ｄ　３０％・７０％未満

ＣまたはＤの場

合、生徒指導部

会で再検討

【生】７６％・９７

％

【保】６０％・９６

％

【教】５５％・９１

％

(4)教育相談の充実
主幹教諭

教育相談

◎多くの生徒たちは、

相談できる先生がいる

と回答している。相談

したら先生たちは助け

てくれるという信頼関

係を構築したい。

【生】自分が困ったときに、悩みを聞い

てくれたり、相談したりできる先生がい

る。

【保】学校は生徒理解に努め、一人一人

に応じたきめ細かな指導に努めている。

Ａ　４０％・９０％以上

Ｂ　３５％・８５％以上

Ｃ　３０％・８０％以上

Ｄ　３０％・８０％未満

ＣまたはＤの場

合、生徒指導部

会及び教育相談

部会で再検討

【生】４４％・８２

％

【保】２８％・８５

％

(３)基本的生活習慣

を高める指導の徹

底

「時を守り、場を

清め、礼を正す」

2
生徒指導の

充実

(2)いじめ・不登校

への適切な対応



令和４年４月

重点事項 具体的取組 主担当 現　　　状
評　価　の　観　点

【　】生徒、保護者、教職員アンケート
達成度判断基準

（１回答・１＋２回答）
判定基準

備　考
（Ｒ３最終結果）

令和４年度　かほく市立宇ノ気中学校　学校評価計画

◎１回答…より肯定的回答　　○１＋２回答…肯定的回答

(1)コミュニティ・

スクールの推進

教頭

主幹教諭

コーディ

ネーター

◎更なる地域の教育力

の活用を進める必要が

ある。ゲストティーチ

ャーを招いた道徳授業

を実践したい。

【教】学校は、地域の外部人材等を積極

的に活用している。

Ａ　５０％・８０％以上

Ｂ　４０％・７０％以上

Ｃ　３０％・６０％以上

Ｄ　３０％・６０％未満

ＣまたはＤの場

合、管理職・主

幹教諭・コーデ

ィネーターで再

検討

【教】３６％・７３％

(2)積極的な情報発

信と学校公開

教頭

主幹教諭

◎ホームページの更新

を計画的に行う必要が

ある。（１日平均アク

セス数は約1,000件）

【保】学校だよりや学年だより、ホーム

ページ等で学校の指導方針や子どもたち

の様子が分かりやすく伝わってくる。

Ａ　４０％・９０％以上

Ｂ　３５％・８０％以上

Ｃ　３０％・７０％以上

Ｄ　３０％・７０％未満

ＣまたはＤの場

合、管理職・主

幹教諭で再検討

【保】３２％・９２％

(3)小中・中中連携

の推進

教頭

主幹教諭

◎新計画に基づいた実

効性ある小中連携に取

り組む必要がある。（

９年間で育てる意識）

【保】学校を信頼して子どもを預けてい

る。

【教】学校は、小中連携を積極的に進め

ている。

Ａ　６０％・９０％以上

Ｂ　５０％・８０％以上

Ｃ　４０％・７０％以上

Ｄ　４０％・７０％未満

ＣまたはＤの場

合、管理職・主

幹教諭で再検討

【保】５０％・９５

％

【教】２３％・７３

％

(1)若プロの計画的

実践
主幹教諭

◎全職員を巻き込んだ

若プロを継続させ、人

材育成を計画的に進め

たい。

【教】メンター・若手との定期懇談を充

実したものにできた。（学期に１回実施

）

Ａ　６０％・８０％以上

Ｂ　５０％・７０％以上

Ｃ　４０％・６０％以上

Ｄ　４０％・６０％未満

ＣまたはＤの場

合、管理職・主

幹教諭で再検討

【教】３２％・８２

％

(2)ミドルリーダー

の育成（組織力の

強化）

教頭

主幹教諭

◎計画的実践と結果の

分析・検証を大切に取

り組ませたい。

【教】様々な取組について、教職員間の

共通理解が図られていた。

Ａ　５０％・７０％以上

Ｂ　４０％・６０％以上

Ｃ　３０％・５０％以上

Ｄ　３０％・５０％未満

ＣまたはＤの場

合、管理職・主

幹教諭で再検討

【教】１８％・６８

％

(1)業務の効率化を

図るための取組の

推進

教頭

主幹教諭

◎時間外勤務時間が多

い状態が続いている。

【教】最終退校時間や定時退校日を意識

して業務を進めるなど、「働き方改革」

の推進に努めている。

Ａ　５０％・９０％以上

Ｂ　４０％・８０％以上

Ｃ　３０％・７０％以上

Ｄ　３０％・７０％未満

ＣまたはＤの場

合、管理職・主

幹教諭で再検討

【教】３６％・６８

％

(2)部活動練習等の

効率化

教頭

主幹教諭

部活動担当

◎教職員の意識改革を

さらに進めたい。

【教】部活動の練習時間について、常に

効率化を考えて取り組んでいる。

Ａ　５０％・９０％以上

Ｂ　４５％・８５％以上

Ｃ　４０％・８０％以上

Ｄ　４０％・８０％未満

ＣまたはＤの場

合、管理職・主

幹教諭・部活動

担当で再検討

【教】３６％・９６％

教職員多忙

化改善に向

けた取組の

推進

5

4
教員の人材

育成

信頼される

学校づくり
3
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